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出典：太陽光発電協会等のデータ

国内太陽光発電導入量とシステム国内太陽光発電導入量とシステム価格、発電コストの推移価格、発電コストの推移
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○太陽光発電は、過去１０年間で飛躍的にコスト低減。更なる普及を図るため、一層の発
電コストの低減が必要。
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単結晶ｼﾘｺﾝ太陽電池

高効率化高効率化

1993 2007 2010 2020 2030

14円/kWh

ＣＩＳ薄膜太陽電池
（非ｼﾘｺﾝ）

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ薄膜ｼﾘｺﾝ太陽電池

色素増感太陽電池

ｱﾓﾙﾌｧｽｼﾘｺﾝ太陽電池

低コスト化低コスト化
薄膜ｼﾘｺﾝ太陽電池

30円/kWh

7円/kWh

23円/kWh

260円/kWh

40％超：新原理太陽電池10％～20％弱

フレキシブル
可搬性

フレキシブル
可搬性

量子ドット型
（新原理）

資料協力 ： NEDO

＜方向性＞
非シリコン
薄型・新原理

＜方向性＞
非シリコン
薄型・新原理

20％超

有機薄膜太陽電池

多結晶ｼﾘｺﾝ太陽電池

太陽光発電システム技術革新のイメージ太陽光発電システム技術革新のイメージ

○価格の数値目標を設定し、技術開発を推進。多様なタイプの太陽光発電が現れつつある。
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経済産業省資源エネルギー庁色素増感型太陽電池の特許出願状況色素増感型太陽電池の特許出願状況
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筑波大学 岡田至崇先生ご提供資料

※Shockley ＆ Queisserの理論限界

物理限界物理限界※※を突破する新型太陽電池を突破する新型太陽電池
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低コスト化目標
50円/ W
(2020年)

筑波大学 岡田至崇先生ご提供資料

第三世代太陽電池第三世代太陽電池ととplan 2020plan 2020


